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研究成果の概要（和文）：核兵器を保有する国の数が増える核拡散は、グローバルな安全保障に大きな影響を与える問
題である。核拡散についての研究は盛んなものの、核拡散の原因について一致した結論が出ていない。その一つの原因
は、核拡散をもたらす要因が複雑で、関係する複数の要因間の相互関係を総合的に把握しがたいからである。本研究は
、その課題に、従来の質的研究と量的研究の検討に加えて、コンピュータ・シミュレーションの研究手法を導入して挑
戦した。研究では、対外的脅威の存在、貿易依存、政治体制などの要因を統合した分析を行い、学習や評判などの新し
い要因の重要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Nuclear proliferation is a serious global issue. Many scholars identified a 
number of independent variables of nuclear decisions. Yet there is no consensus about which factors are 
the most important and how each factors interact with each other. This research analyzed the dynamics of 
nuclear proliferation using the computer simulation, based upon the epistemology that the current global 
issues are mutually interconnected and a variety of agents are involved in those issues. It extracted 
factors influencing nuclear proliferation by reviewing the existing qualitative and quantitative studies. 
Then it constructed a computer simulation model of dependence and conflicts, including such factors as 
external security threat, trade relations, and political regimes. Adding other factors, the simulation 
succeeded in reproducing the world we observed from the year of 1950 up to 200. These other factors 
include learning and reputation, which must be further examined in the future.

研究分野：国際政治学
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１．研究開始当初の背景 
 (1) 核保有国の数が増大するという問題 
 核兵器を保有する国の数は、少しずつなが
ら増えている。核保有国が増えることは、グ
ローバルな安全保障にとって無視し得ない
影響を与える。1950 年代には、核保有国は
数十国に増えるのではないかという懸念が
表明されたこともあったが、現在、核保有国
の数は 9カ国と見積もられている。それでも、
本研究を開始した当初、北朝鮮に続き、イラ
ンが核兵器の開発を進めているのではない
かという疑惑が浮上していた。そして、イラ
ンが核兵器を保有した場合、中東地域におい
て宗教的にも政治的にも対立するサウジア
ラビアが核兵器を保有するのではないかと
恐れられた。さらに、それは中東地域での核
保有国の数を一気に増やす事態に発展する
可能性を秘めてもいた。核兵器を保有する国
の数が増大する核拡散をどのように防ぐの
か、そして核保有国をどのように減らすのは、
世界にとって喫緊の研究・政策課題であった。 
 
(2) 核拡散の研究動向 
 なぜ核保有国の数が増えるのかに関する
研究については、主に 3つの研究動向にまと
めることが出来る。第 1は、核拡散をもたら
す独立変数を特定する研究である。第 2 は、
よりダイナミックな研究であり、どのような
要因がどのように関わって最終的な核保有
に至るか、核保有を断念するか、の研究であ
る。それは、核保有の独立変数に加えて、様々
なプロセス要因などを加味した複雑な研究
であり、具体的な研究成果は乏しい研究課題
である。第 3は、政策志向の研究で、どのよ
うに各国や国際機関が対応するかを検討す
るものである。この研究動向は、第 2の成果
を踏まえて行われるべきものであるが、第 2
の研究成果が必ずしも十分なものではない
ことから、ややもすると、複雑な現実を等閑
視した、理念先行の研究に陥りやすい。本研
究はこのうち、第 2 の研究動向に取り組み、
その上で、第 3の研究動向について検討する
ことを企画した。 
 
２．研究の目的 
(1) 核拡散のダイナミクスの解明 
 まず、核拡散が進むダイナミクスを分析す
る。既存の量的研究及び質的研究のよって核
保有を決定する様々な要因が抽出されてき
た。それらの要因と他の状況要因がどのよう
に相互に連関して、最終的に核保有に至るの
か、また、その保有の試みが途中で放棄され
るのか、核兵器をいったん保有してもどのよ
うにして核兵器を保有するのか、そのダイナ
ミクスを解き明かすことが第 1の目的である。 
 
(2) 核拡散防止のための政策研究 
 中東地域を中心に核拡散の危険が差し迫
っている状況で、核拡散を防止し、可能なら
ばその流れを逆転させるために、どのような

施策が可能であるかを検討するのが、第 2の
研究目的である。これは、第 1の研究目的の
上に検討される課題である。 
 
３．研究の方法 
(1) 核拡散のダイナミクスの解明 
 これまでの核拡散に関する研究の手法は、
歴史的な経緯をトレイスする質的研究の方
法と、統計的手法を使う量的研究の方法の 2
つがあるが、この 2つの方法の間では、相互
に論争が存在する。本研究では、その 2つの
方法に加えて、コンピュータ・シミュレーシ
ョンの手法を用いて、そのダイナミクスの解
明を試みる。 
 
(2) 核拡散防止のための政策研究 
 政策研究では、主に、質的な手法による分
析が中心である。本研究は、上記の (1) での
分析結果を踏まえて、質的な分析を中心に検
討を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究は、以下のような 3つの段階を踏ん
で進められた。第 1に、本研究全体を通底す
る基本的な国際情勢認識を明らかにするこ
とである。第 2は、研究の中核となる核兵器
のダイナミズムの解明である。それは、質的
手法による研究の検討、量的手法による研究
の検討、シミュレーション研究の展開という
順番で行われた。その上で、第 3に、核拡散
防止のための政策研究を進めた。 
 
(1) 研究全体を通底する国際情勢認識 
 今日の世界におけるグローバルな諸問題
の特性としては、以下の 3 点を指摘できる。
第 1は、諸問題が相互に連関する度合いを深
めていることである。それによって、問題の
解決は困難の度合いを増している。第 2 は、
国家以外にも様々な利害関係者がそれらの
問題に複雑に関わっていること（マルチエー
ジェント状況）である。それによって、問題
はさらに複雑さを増している。そして第3に、
従来の軍事力以外に，経済力、技術力、情報
力など様々なパワーが行使されていること
である。 
 〔図書〕④では、特に上記の第 1と第 2の
特性を中心に、現在の世界で複雑化するグロ
ーバルアジェンダの実相を明らかにした。現
在の国際関係論では、国家間の戦争と平和、
対立と協調を取り扱う国際安全保障論と国
家間関係に収まりきらないグローバルな諸
問題を扱う人間の安全保障論が二項対立的
に存在している。しかし、問題間の相互連関
性の高まりとマルチエージェント状況は、こ
のような切り分けを理論的に生産的ではな
いものにしている。さらに政策検討面でも問
題解決に逆効果となる。核拡散を分析し政策
を検討する際にも、このような視点が重要で
あることを明らかにした。 
 



(2) 核拡散のダイナミクスの解明 
 国家が核保有を決定するに至る独立変数
としては、質的研究および量的研究において
一定の研究蓄積がある。それらの検討と整理
を、以下の〔学会発表〕⑨、⑧、⑦において
報告し、〔図書〕③の一部にまとめた。 
 独立変数のどれを重視するかで論争があ
る。整理の仕方として、まず、供給サイドと
需要サイドに分けるのが一般的である。供給
サイドとは、核兵器開発能力を重視する議論
で、そもそも核兵器開発能力がない国には核
保有は難しい、そして、核兵器開発能力を獲
得している国は核兵器保有を決定するはず
であるという議論である。しかし、日本のよ
うに、核兵器開発能力があっても保有を決定
するとは限らない。需要サイドの議論は、核
兵器の保有を需要する条件を更に探ろうと
する。どちらを重視するかについて論争はあ
るものの、前者は、近年のグローバル化の進
展、そして核兵器やミサイル技術をやり取り
する「闇のネットワーク」の存在などによっ
て、その敷居は低まっている。核保有の動因
についての研究は、従って、後者の需要サイ
ドの研究が主流である。 
 需要サイドについての論争は収まりそう
にない。現在、大きく分けて、他国からの脅
威などの国際システムレベルの要因、対外的
な開放経済を試行する国内政治勢力の動向
などの国内政治レベル、政治指導者のナショ
ナリズム志向性などの個人レベルという 3つ
の議論が主流である。国内レベルと個人レベ
ルの議論は国際的な脅威の存在という要因
の重要性は認めるものの、その要因を自らの
議論に必ずしも取り込めていない。 
 研究手法に関連して、大きく 2つの問題を
指摘する。第 1は、核拡散研究の一番の問題
である、データの利用可能性である。核開発
は高度に国家機密に属する問題であること
から、データの利用可能性と信頼性に大きな
不安がついて回る。これは質的な研究と量的
な研究の双方とともにシミュレーション研
究手法にも妥当する問題である。特に量的手
法については、核拡散の事例の数が少ないこ
とによって、従属変数、つまりどの国が核開
発に関わったかの選択を少し変えるだけで、
独立変数の計算に大きな違いが発生する。第
2 の問題は、複数の独立変数および核開発を
進めていく途中でのプロセス変数などの間
の相互関係を確定することが難しいことで
ある。比較的この問題を回避しやすいと思わ
れる質的研究でもこの問題の解決は困難で
ある。 
 この後者の問題に取り組む道筋を与える
のが、Solingen（引用文献③）の相互依存論
に依拠したモデルである。国際政治学におけ
る相互依存論とは、経済相互依存が深化する
とそこに関わる国家間では戦争の発生が抑
制されるとするリベラリズムの議論である。
国内レベルに依拠する Solingen の議論によ
ると、対外的な経済開放に利害を持つ政治勢

力が政権や官僚制度を構成する国家では核
保有を選択することが難しく、経済開放に消
極的で保護主義的な経済体制の維持に利害
を持つ政治勢力が政権を握る国家では、核保
有が選択しやすくなる。これは、相互依存論
を核拡散に援用した議論と言える。個人レベ
ルのナショナリスティックな指導者かどう
かに注目したHymans（引用文献②）の研究
もほぼ同じ議論と言えよう。 
 〔学会発表〕⑥、⑤、④および〔図書〕②、
①は、国際要因と国内要因のミクロマクロリ
ンクを取り込んだシミュレーション・モデル
を構築する作業に取り組んだものである。 
 相互依存論は、1970 年代半ば以降に、西
側民主主義諸国の間で相互の戦争を考える
ことがほぼあり得なくなった状況を説明し
ようとする試みとして登場した。また、それ
は不戦共同体の構築に成功したとされる西
ヨーロッパの政治を説明しようとする統合
論の流れをくむものでもあった。そして、民
主主義国間では戦争は起こらないという民
主主義の平和論とも軌を一にする議論であ
る。 
 しかし、冷戦後の複雑化する世界で、相互
依存論がどれだけの妥当性を持つのか。非民
主主義国の中国が国力を増大させその周辺
諸国との間で摩擦が激化している。国力が増
大する国が現れるとそれまでの支配国との
間で戦争が発生するというパワー移行論に
注目し、その状況をコンピュータ・シミュレ
ーションで分析しようとしたのが、〔図書〕
②およびそれを敷衍した〔学会発表〕②であ
る。そこでは、最初に、Axelrod（引用文献
①）の tribute モデルを拡張してパワー移行
論のダイナミクスについてシミュレーショ
ン分析を行い、挑戦国が台頭するためには同
盟関係のあり方が重要であることを明らか
にした。その上で、同じく Axelrod の
landscape モデルを使い、現在のアジア太平
洋地域で国家間関係はどのような構図にな
っているのかを分析した。当時利用可能な最
新の 2007 年のデータでは、アメリカと中国
をそれぞれリーダーとする 2つの陣営が対峙
している状況が抽出できた。 
 相互依存論についての研究は枚挙に暇が
ないほどであるので、ここでは依存は逆に摩
擦や対立を生み出すという反論があること、
データの取り方によっては、相互依存論の議
論が成立しないとする研究があることの 2点
を指摘するにとどめる。これらの議論を踏ま
え、〔学会報告〕④および〔図書〕①は、依
存と紛争の間のダイナミックな相互関係を
一つのシミュレーション・モデルに組み込も
うとした。これによって、〔学会報告〕①で
課題として提起したミクロマクロリンクが
モデル化可能となる。そこでは、経済依存状
況と協力対立の関係を繰り返しゲームと進
化ダイナミクスを組み合わせ分析した。通時
的に見て、国家間の経済相互依存程度は低く、
そのままでは協力関係は発生しない（図 1）。
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